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	 ホームページ上で院外ボランティアさんを募集中ですが、実は院内ボラン

ティア活動は一足先にスタートしています。昨年、当院の小児専門看護師

だった松岡さん（現在は高知大学教員）からの呼びかけでスタートしまし

た。月に１〜２度勤務終了後に有志が集まり、プレパレーショングッズ

（子ども達が検査をスムーズに受けられるようにするための説明道具）を

制作しています。まずはじめに取り組んだのはMRIの模型制作です。放射線

科の技師長東原さんより当院のMRIの説明を受け、その高度な性能と価格

(勝手に推測！)に驚きつつ、出来るだけ本物に忠実に、そして子ども達に

恐怖感を与えないように。と、色や素材のアイデアを出し合い、制作して

いきます。ほぼ外形は完成し（写真上）後はそこに登場する子どもの人形

の完成を待つのみとなりました。ボランティアのメンバー達は、楽しくお

しゃべりをしながら、でも手元はせっせと動かして、病院で涙を流すこど

もが一人でも少なくなるように。と頑張っています。松岡さんによると、	 	 

小さな子どもでも、これからどんな検査をするのか。それが何のために必

要なのかを子どもの目線に降りてわかるように話してあげると、涙をいっ

ぱい溜めて、歯を食いしばって覚悟をするそうです。そして、子どもが頑

張ったら、その事に対して正面から向かい合っていっぱい褒めてあげるこ

とも大切なのだそうです。大人も子どもも自分に何が起こるのか「わから

ない。誰もわかってくれない。」状態が一番不安で怖いのかもしれませ

ん。	 

	 治験管理室のスタッフも、時々ボランティア室にやってきて、長くて辛

い検査を一生懸命頑張ってくれた子ども達へのご褒美に。とボランティア

のおばあちゃんが達が制作してくれた小さなギフトを持って行かれます。

私はスタッフの、ちょっとした心遣い、痛みに共感し、ねぎらおうとする

想いが，子ども達やそのご家族の方への何よりの励ましになると信じてい

ます。そしてその思いやりの循環が、小さいけれど確実に院内に根付きつ

つあることをとても嬉しく感じています。	 
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 現時点でもっとも気に入っている画題を選びました。好きなも

のを描くというのをいつも心がけています。 

 

 お花を配ったり、絵を掛け替えるために廊下

を歩いていると、看護師さんに声を掛けられま

す。今日は病棟のロールスクリーンの色を選

びたいのだけれど、どの色がいいか相談に乗

って欲しい。というお話でした。一緒に歩きな

がら説明を受けていると、この部屋は昼過ぎ

から日が差し込んで眩しいから、ここまでスク

リーンを下げたい。とか紐が付いていると気に

なって引っ張ってしまうから金具だけのタイプ

にしたい。とか、この部屋は男性が入所してい

るから女性っぽい色は避けたいとか。その言

葉の端々から、うまく感情を表現できない入所

者の皆さんに変わって細やかな視点でその日

常の細部をサポートされていることが伝わって

きます。また、ある看護師さんからは、どんな

にベストをつくしても、生まれて間もなく病院で

亡くなる子もいる。与えられた時間はあまりに

短くて御家族の心情を想うと胸が痛む。慰め

られるとは思っていない。でも、いてもたっても

いられない気持ちになる。私たち看護師にで

きることは何だろうといつも考えている。看護

師にできること。それはその子が精一杯生き

たという事実を見とどけたということ。その子

が生きた証をそのご家族と共有出来るという

こと。少しずつでも何か始めてみようと思う。と

深く静かな笑顔を見せられました。私はこの病

院の一員であることを誇りに思いました。 
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